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 グローバル株式ファンド 
愛称：The GDP 

運 用 報 告 書（全 体 版） 

第４期（決算日 2023年４月17日） 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り、厚くお礼申しあげます。

さて、「グローバル株式ファンド」は2023年４月17日

に第４期の決算を行いました。 

ここに期間中の運用状況についてご報告申しあげ

ます。 

今後とも一層のご愛顧を賜りますよう、お願い申しあ

げます。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです｡ 
 
商 品 分 類 追加型投信／内外／株式 

信 託 期 間 2019年７月31日から無期限 

運 用 方 針 
投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を

行います。 

主要投資対象 

三井住友トラスト・アセットマネジメント株式会社

が運用する「世界株式ファンド（適格機関投資家専

用）」を主要投資対象とします。 

組 入 制 限 

投資信託証券への投資割合には制限を設けません。 

株式への直接投資は行いません。 

外貨建資産への直接投資は行いません。 

デリバティブの直接利用は行いません。 

分 配 方 針 

年１回、毎決算時に委託会社が基準価額水準、市況

動向等を勘案して分配金額を決定します。 

ただし、分配を行わないことがあります。 

分配対象額は、経費控除後の繰越分を含めた配当等

収益及び売買益（評価益を含みます。）等の全額とし

ます。 
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グローバル株式ファンド 

 
【運用報告書の表記について】 

・ 原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合計が合計欄の値と

は一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。  

 

○設定以来の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

(設定日) 円 円 ％ ％ 百万円 

2019年７月31日 10,000 － － － 137 

１期(2020年４月15日) 8,709 0 △12.9 96.4 564 

２期(2021年４月15日) 13,060 0 50.0 97.9 5,268 

３期(2022年４月15日) 14,429 0 10.5 98.2 7,193 

４期(2023年４月17日) 14,335 0 △ 0.7 98.6 9,428 
 

（注） 設定日の基準価額は、設定時の価額です。 

（注） 設定日の純資産総額は、設定元本を表示しております。 

（注） 当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。 

 

○当期中の基準価額と市況等の推移 

年 月 日 
基 準 価 額 投 資 信 託 

証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

(期  首) 円 ％ ％ 

2022年４月15日 14,429 － 98.2 

４月末 13,781 △4.5 98.2 

５月末 13,747 △4.7 98.8 

６月末 13,929 △3.5 98.0 

７月末 14,086 △2.4 98.0 

８月末 14,308 △0.8 98.2 

９月末 13,504 △6.4 98.7 

10月末 13,858 △4.0 98.3 

11月末 14,034 △2.7 98.5 

12月末 13,471 △6.6 98.5 

2023年１月末 14,199 △1.6 98.6 

２月末 14,144 △2.0 98.6 

３月末 13,948 △3.3 98.8 

(期  末)    

2023年４月17日 14,335 △0.7 98.6 
 

（注） 騰落率は期首比です。 
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○運用経過 (2022年４月16日～2023年４月17日) 

 
 

  

  
（注） 分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォー

マンスを示すものです。 
（注） 分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異な

ります。したがって、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注） 分配金再投資基準価額は、期首（2022年４月15日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。 
（注） 上記騰落率は、小数点以下第２位を四捨五入して表示しております。 

 

○基準価額の主な変動要因 

当ファンドの主な投資対象である「世界株式ファンド（適格機関投資家専用）」の基準価額が下落したこと

から、当ファンドの基準価額も下落しました。 

 

  
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。騰落率は期首からのものです。 
（注） 「世界株式ファンド（適格機関投資家専用）」の組入資産の比率は、「世界株式ファンド（適格機関投資家専用）」に対する評価額の割合

です。   

期中の基準価額等の推移 
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■国内株式市場 

国内株式は上昇しました。米国の金融引き締めが懸念される一方で、新型コロナウイルス感染の沈静化や円

安・米ドル高の進行が好感され、一進一退で推移しました。2023年１月以降は、日銀金融政策修正による長期

金利上昇や米国の銀行破綻に端を発する金融不安などの不安材料もありましたが、各国当局の迅速な対応に

より金融システムに対する過度な懸念が後退したことや、国内のインバウンド需要回復期待などを受けて底

堅い展開となりました。 

 

■先進国株式市場 

先進国株式は上昇しました。当期前半は、FRB（米連邦準備制度理事会）の金融引き締めによる景気後退リ

スクなどから先進国株式は現地通貨ベースで下落しました。しかしながら、当期後半は、欧米で利上げペース

の減速が意識されはじめ、先進国株式は下げ幅を縮小する展開となりました。一方、外国為替市場では、投資

対象通貨が円に対して上昇したことから、先進国株式は円ベースで上昇しました。 

 

■新興国株式市場 

新興国株式は下落しました。主要都市のロックダウン（都市封鎖）による景気減速懸念や大手不動産開発会

社の債務問題がマイナスに影響した中国、景気悪化懸念や資金流出が続いた韓国を中心に、多くの国の株式は

現地通貨ベースで下落しました。一方で、投資対象通貨が円に対して上昇したことは、マイナス幅抑制に寄与

しました。 

 

 

○当ファンド 

「世界株式ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を高位に保つ運用を行いました。 

 

・世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 

「国内株式インデックス マザーファンド」、「外国株式インデックス マザーファンド」及び「新興国株式イ

ンデックス マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、主として日本、先進国及び新興国の株式（DR（預

託証券）を含みます。）に投資しました。 

 

 

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しており

ません。 

 

  

投資環境 

当ファンドのポートフォリオ 

当ファンドのベンチマークとの差異 
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基準価額水準、市場動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。 

なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。 

 

○分配原資の内訳  

 （単位：円、１万口当たり・税込み） 

項 目 
第４期 

2022年４月16日～ 
2023年４月17日 

当期分配金 －  

(対基準価額比率) －％ 

 当期の収益 －  

 当期の収益以外 －  

翌期繰越分配対象額 4,334   
（注） 対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。 

（注） 当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨てで算出しているため合計が当期分配金と一致しない場合があります。 

 

○今後の運用方針 

○当ファンド 

「世界株式ファンド（適格機関投資家専用）」への投資を通じて、主として日本、先進国及び新興国の株式（DR

（預託証券）を含みます。）に投資します。 

 

・世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 

「国内株式インデックス マザーファンド」、「外国株式インデックス マザーファンド」及び「新興国株式イ

ンデックス マザーファンド」の受益証券への投資を通じて、主として日本、先進国及び新興国の株式（DR（預

託証券）を含みます。）に投資し、投資信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行います。 

 

・FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 

主としてわが国の公社債に投資を行い、安定した収益の確保を目指します。 

 

 

  

分配金 



品 名：90149_100010_004_02_グローバル株式ファンド_963020.docx 

日 時：2023/5/25 10:41:00 

ページ：5 

 

－ 5 － 

グローバル株式ファンド 

○１万口当たりの費用明細 (2022年４月16日～2023年４月17日) 

項 目 
当 期 

項 目 の 概 要 
金 額 比 率 

  円 ％  

（a） 信 託 報 酬 66  0.476  (a)信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率 

 （ 投 信 会 社 ） (28)  (0.199)  委託した資金の運用の対価 

 （ 販 売 会 社 ） (35)  (0.249)  交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、購入後の 
情報提供等の対価 

 （ 受 託 会 社 ） ( 4)  (0.028)  運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価 

（b） そ の 他 費 用 1   0.006   (b)その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数 

 （ 監 査 費 用 ） ( 1)  (0.006)  監査費用は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用 

 合 計 67   0.482    

期中の平均基準価額は、13,917円です。  

 
（注） 期中の費用（消費税等のかかるものは消費税等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結

果です。 

（注） 各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してあります。 

（注） 各項目の費用は、このファンドが組み入れている投資信託証券が支払った費用を含みません。 

（注） 各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに

小数第３位未満は四捨五入してあります。 
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（参考情報） 

◯総経費率 

期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証

券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数で除

した総経費率（年率）は0.74％です。 
 

  

  
（注） 当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。 

（注） 各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料及び有価証券取引税を含みません。 

（注） 各比率は、年率換算した値です。 

（注） 投資先ファンドとは、当ファンドが組入れている投資信託証券（マザーファンドを除く。）です。 

（注） 当ファンドの費用は、マザーファンドが支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。 

（注） 当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。 

（注） 上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。 
  



品 名：90149_100010_004_02_グローバル株式ファンド_963020.docx 

日 時：2023/5/25 10:41:00 

ページ：7 

 

－ 7 － 

グローバル株式ファンド 

○売買及び取引の状況 (2022年４月16日～2023年４月17日) 

 

 

銘 柄 
買 付 売 付 

口 数 金 額 口 数 金 額 

国 
内 

 口 千円 口 千円  
世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 1,521,498,043 2,203,000 27,192,404 40,000  

 
（注） 金額は受け渡し代金。 
 

○利害関係人との取引状況等 (2022年４月16日～2023年４月17日) 

 

 該当事項はございません。 

 
利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人です。 

 

○第一種金融商品取引業、第二種金融商品取引業又は商品取引受託業務を兼業している委託会社の自己取引状況 (2022年４月16日～2023年４月17日) 

 

 該当事項はございません。 
 

○自社による当ファンドの設定・解約状況 (2022年４月16日～2023年４月17日) 

 

 該当事項はございません。 
 

○組入資産の明細 (2023年４月17日現在) 

 

銘 柄 
期首(前期末) 当 期 末 

口 数 口 数 評 価 額 比 率 

 口 口 千円 ％ 

FOFs用短期金融資産ファンド（適格機関投資家専用） 101,021 101,021 99 0.0 

世界株式ファンド（適格機関投資家専用） 4,697,055,837 6,191,361,476 9,295,090 98.6 

合 計 4,697,156,858 6,191,462,497 9,295,190 98.6 
 
（注） 比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。 
 

○投資信託財産の構成 (2023年４月17日現在) 

項 目 
当 期 末 

評 価 額 比 率 
 千円 ％ 
投資信託受益証券 9,295,190 98.1 
コール・ローン等、その他 179,389 1.9 
投資信託財産総額 9,474,579 100.0 

 
（注） 比率は、投資信託財産総額に対する評価額の割合です。  

投資信託証券 
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○資産、負債、元本及び基準価額の状況 （2023年４月17日現在) 

項 目 当 期 末 

  円 

(A) 資産 9,474,579,758   

 コール・ローン等 179,389,452   

 投資信託受益証券(評価額) 9,295,190,306   

(B) 負債 46,300,334   

 未払解約金 25,479,797   

 未払信託報酬 20,580,797   

 未払利息 491   

 その他未払費用 239,249   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 9,428,279,424   

 元本 6,577,258,945   

 次期繰越損益金 2,851,020,479   

(D) 受益権総口数 6,577,258,945口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 14,335円 
 

（注） 当ファンドの期首元本額は4,985,289,726円、期中追加設定元

本額は2,378,062,910円、期中一部解約元本額は786,093,691円

です。 

（注） １口当たり純資産額は1.4335円です。 
 

○損益の状況 (2022年４月16日～2023年４月17日) 

項 目 当 期 

  円 

(A) 配当等収益 △      142,387   

 支払利息 △      142,387   

(B) 有価証券売買損益 84,212,878   

 売買益 85,986,650   

 売買損 △    1,773,772   

(C) 信託報酬等 △   38,912,721   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 45,157,770   

(E) 前期繰越損益金 771,487,910   

(F) 追加信託差損益金 2,034,374,799   

 (配当等相当額) (    886,920,719)  

 (売買損益相当額) (  1,147,454,080)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) 2,851,020,479   

(H) 収益分配金 0   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) 2,851,020,479   

 追加信託差損益金 2,034,374,799   

 (配当等相当額) (    886,920,719)  

 (売買損益相当額) (  1,147,454,080)  

 分配準備積立金 816,788,067   

 繰越損益金 △      142,387   
 

（注） 損益の状況の中で(B)有価証券売買損益は期末の評価換えによ

るものを含みます。 

（注） 損益の状況の中で(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税

等相当額を含めて表示しています。 

（注） 損益の状況の中で(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追

加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分

をいいます。 

（注） 計算期間末における費用控除後の配当等収益（0円）、費用控除

後の有価証券等損益額（45,165,988円）、信託約款に規定する収

益 調 整 金 （ 2,034,232,412 円 ） お よ び 分 配 準 備 積 立 金

（771,622,079円）より分配対象収益は2,851,020,479円（１万口

当たり4,334円）ですが、当期に分配した金額はありません。 
 

 

○分配金のお知らせ  

１万口当たり分配金（税込み） 0円 

 

○お知らせ 

 該当事項はございません。 
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2021年６月10日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

当期の基準価額は上昇しました。期初から2022年１月初旬にかけては、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展
や概ね良好な米国の企業決算などを背景に上昇基調で推移しました。その後は、米国の金融引き締めペースの
加速懸念や、ロシアのウクライナ侵攻による地政学リスクの高まりがマイナスに影響する一方で、円安の進展など
が支えとなる、一進一退の展開となりました。

組入ファンド 投資資産 当作成対象
期間末組入比率 騰落率

国内株式インデックス マザーファンド 国内株式 5.8％ 1.7％
外国株式インデックス マザーファンド 先進国株式 53.2％ 13.8％
新興国株式インデックス マザーファンド 新興国株式 40.0％ △2.5％

（注）比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

基準価額等の推移
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14,000

16,000

18,000
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100
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400

第3期首
7 8 9 10 11 12 2022/1 2 3 4 5 6

第3期末2021/6
第3期首：14,053円
第3期末：14,950円（既払分配金0円）
騰落率：6.4％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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国内株式市場は上昇しました。
期初は、国内での新型コロナウイルス感染拡大に歯止めがかからず、緊急事態宣言が発出されたことなどから上
値の重い展開となりました。その後は、新政権による国内経済対策への期待感から大幅に上昇した後、中国大手
不動産開発会社の債務問題やインフレ懸念の高まりを背景に下落しました。2022年の年明け以降は、米国の金
融引き締めペースの加速懸念や、ウクライナを巡る地政学リスクの台頭などから下落したものの、円安・米ドル高
の進行により輸出関連企業の業績改善が期待されたことなどを受けて反発しました。

先進国株式市場は上昇しました。
期初から2022年１月初旬にかけては、新型コロナウイルスのワクチン接種の進展や概ね良好な米国の企業決算、
米国の年末商戦期の小売売上高が好調であったことなどを背景に上昇基調で推移しましたが、米国の金融引き
締めペースの加速懸念や、ロシアのウクライナ侵攻による地政学リスクの高まりを受けて、2022年３月上旬にかけ
て下落しました。その後は、パウエルＦＲＢ（米連邦準備理事会）議長が米国経済について前向きな見通しを示した
ことなどが好感されて上昇したものの、ＦＲＢが積極的な金融引き締めを継続するとの見方が強まり、軟調に推移し
ました。

新興国株式市場は下落しました。
期初から2022年１月にかけては、中国大手不動産開発会社の債務問題が嫌気されたことや、米国の金融引き締
めペースの加速が懸念され軟調に推移しました。３月半ばにかけては、ロシアによるウクライナへの軍事侵攻や欧
米各国によるロシアへの制裁措置を受けて、投資家のリスク回避姿勢が強まり大幅に下落しました。その後は、ウ
クライナとロシアの停戦協議の進展期待が高まったことなどから反発する局面もありましたが、中国の主要都市で
のロックダウン（都市封鎖）による景気減速懸念などを受けて、軟調に推移しました。

投資環境

国内株式市場

先進国株式市場

新興国株式市場
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○当ファンド
国内、先進国および新興国の株式へ分散投資することにより、信託財産の中長期的な成長を目指して運用を行
いました。各資産への配分は、概ね基本組入比率を維持する運用を行いました。

・国内株式インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）に連動する投資成果を目標として、現物株式については、ＴＯＰＩＸ
構成銘柄の中から信用リスクが極めて高いと判断される銘柄を除外した上で、ベンチマークの個別銘柄構成比
率に合わせたポートフォリオを組成して運用を行いました。また、設定や解約による資金の流出入等に対応する
ため株価指数先物取引を利用し、先物を含む国内株式の組入比率は期を通じて高位を維持しました。

・外国株式インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）に連動する投資成果を目標として、ベンチマークの
個別銘柄構成比率に合わせたポートフォリオを組成して運用を行いました。また、資金の流出入等に対応するた
め株価指数先物取引を利用し、先物を含む外国株式の組入比率は期を通じて高位を維持しました。

・新興国株式インデックス マザーファンド
ベンチマークであるＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）に連動する投資成果を目標と
して、ベンチマークの個別銘柄構成比率に合わせたポートフォリオを組成して運用を行い、また、資金の流出入
等に対応するため株価指数先物取引を利用し、先物を含む新興国株式の組入比率は期を通じて高位を維持し
ました。

当ファンドのポートフォリオ
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○組入ファンド
当期末

2022年６月10日
外国株式インデックス マザーファンド 53.2％
新興国株式インデックス マザーファンド 40.0％
国内株式インデックス マザーファンド 5.8％
その他 1.0％
組入ファンド数 3

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

親投資信託証券
99.0％

その他
1.0％

○資産別配分
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当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第３期

2021年６月11日～2022年６月10日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） （－）
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 4,949
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

当ファンドのベンチマークとの差異

分配金
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○当ファンド
下記のマザーファンド受益証券への投資を通じて、主として日本、先進国及び新興国の株式（ＤＲ（預託証券）を
含みます。）に投資します。
各マザーファンド受益証券の基本組入比率は、日本、先進国（日本を除きます。）及び新興国のＧＤＰ（Gross 
Domestic Product（国内総生産））総額の比率に基づき決定します。

・国内株式インデックス マザーファンド
原則としてわが国の金融商品取引所等に上場している株式に分散投資を行い、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動
きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

・外国株式インデックス マザーファンド
原則としてＭＳＣＩコクサイ・インデックスを構成している国の株式に分散投資を行い、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス
（円ベース）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

・新興国株式インデックス マザーファンド
主として、取引所に上場されている新興国の株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。）に投資し、ＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックス（円換算ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年6月11日～2022年6月10日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 24円 0.165％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は14,418円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （19） （0.132） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （2） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （3） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 2 0.011
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （1） （0.008）
（新株予約権証券） （0） （0.000）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.003）

（ｃ） 有価証券取引税 1 0.007
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （1） （0.007）
（新株予約権証券） （0） （0.000）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｄ） その他費用 12 0.085
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （11） （0.079） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.001） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 39 0.268
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2021年５月31日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動きを反映して基準価額は変動し、期首と比べて上昇しました。

基準価額等の推移
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ベンチマーク(左軸)

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東証株価指数）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（1）株式組入比率は期を通じて100％に近い水準で維持し、効率的な運用に努めました。設定や解約による資金

変動には、主に株価指数先物取引を活用しました。
（2）ＴＯＰＩＸ構成銘柄の中から信用リスクが極めて高いと判断される銘柄を除外し、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の

個別銘柄構成比率に合わせたポートフォリオを組成しました。

当ファンドのポートフォリオ

国内株式市場は下落しました。
期初は、堅調な米国株式市場が下支えとなった一方
で、国内での新型コロナウイルス新規感染拡大に歯
止めがかからず、緊急事態宣言が発出されたことなど
から上値の重い展開となりました。９月に入ると、新政
権による国内経済対策への期待感から大幅に上昇し
た後、中国大手不動産開発会社の債務問題やインフ
レ懸念の高まりなどから下落しました。期末にかけては、
国内での新型コロナウイルス変異株の感染拡大や米
国の金融引き締めへの警戒感、ウクライナを巡る地
政学リスクが高まった一方で、円安・米ドル高の進行に
よる輸出関連企業の業績改善が期待されたこと、米
国のインフレ加速への警戒感が後退したことなどを受
けて、国内株式市場はやや値を戻しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ トヨタ自動車 日本 3.9％
２ ソニーグループ 日本 2.9％
３ 東証株価指数先物 2206 日本 1.9％
４ キーエンス 日本 1.8％
５ 三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ 日本 1.7％
６ 日本電信電話 日本 1.7％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ 東京エレクトロン 日本 1.5％
８ リクルートホールディングス 日本 1.3％
９ 任天堂 日本 1.3％
10 日立製作所 日本 1.3％

組入銘柄数 2,103
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注２）国別配分においては、上記の他、オフバランスで国内株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して1.9％買建てております。

円
100.0%

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

国内株式
98.3％

国内株式先物
1.9％

その他
△0.2％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、ベンチマークであるＴＯＰＩＸ（東
証株価指数）が配当相当分を含まない指数であること
によって生じる要因（プラス）です。
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原則としてわが国の金融商品取引所等に上場している株式に分散投資を行い、ＴＯＰＩＸ（東証株価指数）の動き
に連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年6月1日～2022年5月30日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 0円 0.000％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.000）

（ｂ） 有価証券取引税 － －
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｃ） その他費用 － －
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 0 0.000
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（18,912円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは､2021年５月31日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）の動きを反映して、基準価額は上昇しました。

基準価額等の推移
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投資環境

ベンチマークであるＭＳＣＩコクサイ・インデックス（円ベース）と連動する投資成果を目標として運用を行いました。
（1）組入比率

取引コストに留意しながらリバランスを実施し、先物を含む外国株式を高位に組み入れ運用を行いました。
（2）ポートフォリオ構成

ポートフォリオの構築に際しては、個別銘柄の構成比を極力ベンチマークに近づけることで連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

先進国株式市場は、新型コロナウイルスのワクチン接
種の進展を背景に経済正常化への期待が高まったこ
とや、概ね良好な企業決算、米国で年末商戦期の小
売売上高が好調であったと報じられたことなどが好感
され、2021年末にかけて上昇しました。その後は、ＦＲＢ
（米連邦準備理事会）やＥＣＢ（欧州中央銀行）などの
先行きの金融政策に対するタカ派的な姿勢が警戒さ
れたことや、ロシアのウクライナ侵攻開始を受けた欧
米の対ロシア経済制裁による世界経済の減速が懸念
されたことなどから下落しました。
外国為替市場では、日本の貿易収支の悪化や日本と
米欧との金融政策姿勢の違いが意識され、主要通貨
に対して円安が進行しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ APPLE INC アメリカ 4.7％
２ MICROSOFT CORP アメリカ 3.7％
３ S&P 500 EMIN 2206 アメリカ 2.7％
４ AMAZON.COM アメリカ 2.0％
５ ALPHABET INC-CL A アメリカ 1.3％
６ TESLA INC アメリカ 1.2％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ ALPHABET INC-CL C アメリカ 1.2％
８ UNITEDHEALTH GROUP INC アメリカ 0.9％
９ JOHNSON & JOHNSON アメリカ 0.9％
10 NVIDIA CORP アメリカ 0.9％

組入銘柄数 1,286
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注2）国別配分においては、上記の他、オフバランスで外国株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して3.7％買建てております。

米ドル
73.0％

ユーロ
9.4％

イギリスポンド
4.7％

カナダドル
3.9％

スイスフラン
3.0％ その他

6.1％

○通貨別配分

アメリカ
73.1％

イギリス
4.7％

カナダ
3.9％

フランス
3.4％

スイス
3.0％

その他
11.9％

○国別配分

外国株式
96.4％

外国株式先物
3.7％

その他
△0.2％

○資産別配分

○上位10銘柄

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率はベンチマーク騰落率に概ね
連動しました。
差異の主な要因は、配当要因※１および為替評価差要
因※２（いずれもプラス要因）です。

※１ ベンチマークが配当相当分を含まない指数であることによって
生じる差異要因です。

※２ ファンドとベンチマークとで外貨建資産の評価に使用する為替
レートが異なることによる差異要因です。
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原則としてＭＳＣＩコクサイ・インデックスを構成している国の株式に分散投資を行い、ＭＳＣＩコクサイ・インデックス
（円ベース）の動きに連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針

1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年6月1日～2022年5月30日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 1円 0.002％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （0） （0.001）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （0） （0.001）

（ｂ） 有価証券取引税 0 0.000
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （0） （0.000）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｃ） その他費用 12 0.029
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （11） （0.028） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.001） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 13 0.031
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（40,771円）で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注）ベンチマークは、2020年11月10日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

ベンチマークであるＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）の動きを反映して、基準価額は
上昇しました。

基準価額等の推移
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第13期末第13期首

純資産総額(億円)(右軸)
基準価額(円)(左軸)

ベンチマーク(左軸) 第13期首：31,648円
第13期末：37,038円
騰落率：17.0％

基準価額の主な変動要因
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投資環境

ベンチマークであるＭＳＣＩエマージング・マーケット・インデックス（円換算ベース）と連動する投資成果を目標とし
て運用を行いました。
（1）組入比率

資金の流出入などには、コスト抑制の観点から海外の株価指数先物を利用し、ＤＲ（預託証券）および先物を
含む株式の組入比率は期を通じて高位を維持しました。

（2）ポートフォリオ構成
ＤＲを含むベンチマーク構成銘柄に分散投資し、ベンチマークとの連動を目指しました。

当ファンドのポートフォリオ

新興国株式市場は上昇しました。
当期初から2021年２月中旬にかけては、新型コロナウ
イルスのワクチン普及に伴う経済正常化への期待が
世界的に高まったことや、中国本土から大規模な資金
が香港株式市場の中国株に流入したこと、中国の堅
調な経済指標が好感されたことなどから大幅に上昇
しました。２月下旬以降は、台湾株式市場や韓国株式
市場で好調な市況を背景に鉄鋼や海運関連銘柄が
牽引し、上昇する場面もありましたが、中国当局による
大手ＩＴ関連企業などを対象とした規制強化が相次い
だことや、中国大手不動産開発会社の債務問題が浮
上し、投資家のリスク回避姿勢が強まったことなどか
ら新興国株式市場は軟調に推移しました。
外国為替市場では、新興国通貨に対し総じて円安が
進行しました。
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当ファンドの組入資産の内容

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
１ TAIWAN SEMICONDUCTOR 

MANUFAC 台湾 6.3％
２ MSCI EMERG M 2112 － 6.2％
３ TENCENT HOLDINGS LTD ケイマン諸島 4.0％
４ ALIBABA GROUP HOLDING LTD ケイマン諸島 3.6％
５ SAMSUNG ELECTRONICS CO LTD 韓国 3.4％
６ MEITUAN-CLASS B ケイマン諸島 1.6％

順位 銘柄名 国・地域 組入比率
７ RELIANCE INDUSTRIES LTD インド 1.1％
８ INFOSYS LTD インド 0.9％
９ HOUSING DEVELOPMENT 

FINANCE インド 0.8％
10 JD.COM INC-ADR ケイマン諸島 0.8％

組入銘柄数 1,249
（注）組入比率は、純資産総額に対する評価額の割合です。

○上位10銘柄

（注１）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

（注２）国別配分においては、上記の他、オフバランスで外国株式先物を想定元本ベースで純資産総額に対して6.2％買建てております。

香港ドル
21.8％

米ドル
14.9％

新台湾ドル
14.2％

インドルピー
11.6％

韓国ウォン
11.4％

香港・
オフショア人民元
4.8％

ブラジルレアル
3.8％

サウジアラビアリアル
3.2％

南アフリカランド
3.0％

その他
11.2％

○通貨別配分

ケイマン諸島
20.7％

台湾
14.7％

インド
12.4％韓国

12.1％

中国
11.5％

ブラジル
4.1％

サウジアラビア
3.4％

ロシア
3.4％

南アフリカ
3.1％

その他
14.6％

○国別配分

外国株式
93.8％

外国株式先物
6.2％

その他
△0.0％

○資産別配分

以下のグラフは、当ファンドの基準価額とベンチマークの騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

当期の基準価額騰落率は概ねベンチマーク騰落率に
連動しました。
差異の主な要因は、配当要因※（プラス要因）です。

※ベンチマークは配当金を除いた指数である一方、当ファンドでは
税引き後の配当金が計上されることによる差異要因です。

0

10

20

30
（％）

第13期

基準価額
ベンチマーク
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2020年11月11日～2021年11月10日）
金額 比率

（ａ） 売買委託手数料 9円 0.025％
（ａ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （7） （0.018）
（新株予約権証券） （0） （0.000）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （3） （0.007）

（ｂ） 有価証券取引税 7 0.020
（ｂ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （7） （0.020）
（新株予約権証券） （0） （0.000）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （0） （0.000）

（ｃ） その他費用 53 0.147
（ｃ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （53） （0.147） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （－） （－） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （0） （0.000） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 69 0.192
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額（36,330円）で除して100を乗じたものです。

主として、取引所に上場されている新興国の株式（ＤＲ（預託証券）を含みます。）に投資し、ＭＳＣＩエマージング・
マーケット・インデックス（円換算ベース）に連動する投資成果を目標として運用を行います。

今後の運用方針
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当期中の運用経過と今後の運用方針

（注１）分配金再投資基準価額は、分配金（税引前）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマン
スを示すものです。

（注２）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入金額により課税条件も異なりま
す。従って、各個人のお客様の損益の状況を示すものではありません。

（注３）分配金再投資基準価額は、2021年９月27日の値を基準価額に合わせて指数化しています。

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の短期国債利回りはマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に△0.1％のマイナス
金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～0.00％近辺で推移しました。
このような中、コールローン等にて運用を行いましたが、マイナス利回りや信託報酬などの要因により、基準価額
（分配金再投資ベース）は小幅に下落しました。

基準価額等の推移

9,600

9,700

9,800

9,900

10,000

第12期首
10 11 12 2022/1 2 3 4 5 6 7 8

第12期末

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

9
2021/9

第12期首：9,860円
第12期末：9,842円（既払分配金0円）
騰落率：△0.2％（分配金再投資ベース）

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

基準価額の主な変動要因
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投資環境

主要投資対象である「短期金融資産 マザーファンド」の受益証券を高位に組み入れ、これを維持しました。

【「短期金融資産 マザーファンド」の運用経過】
日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化する中、コールローン等にて運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナ
ス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に
△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したこ
とから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～
0.00％近辺で推移しました。

△0.05

0.00

0.05
（％）

△0.10
当期首 当期末

無担保コール翌日物金利
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○組入ファンド
当期末

2022年９月26日
短期金融資産 マザーファンド 100.0％
その他 0.0％
組入ファンド数 1

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

（注）資産別・通貨別配分の比率は純資産総額に対する評価額の割合、国別配分の比率は組入証券評価額に対する評価額の割合です。
その他は未収・未払金等の発生により、数値がマイナスになることがあります。

当ファンドの運用の基本方針に適した指数が存在しないため、ベンチマーク及び参考指数を特定しておりません。

当ファンドの組入資産の内容

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分
その他
0.0％

親投資信託証券
100.0％

○資産別配分

当ファンドのベンチマークとの差異
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基準価額水準、市況動向等を考慮して、収益分配は見送りとさせていただきました。
なお、収益分配に充てず信託財産内に留保した利益については、運用の基本方針に基づいて運用を行います。

（１万口当たり・税引前）

項目
第12期

2021年９月28日～2022年９月26日
当期分配金 （円） －
（対基準価額比率） （％） (－)
当期の収益 （円） －
当期の収益以外 （円） －

翌期繰越分配対象額 （円） 483
（注１）「当期の収益」及び「当期の収益以外」は、円未満を切り捨てて表示していることから、合計した額が「当期分配金」と一致しない場合が

あります。
（注２）当期分配金の対基準価額比率は当期分配金（税引前）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なり

ます。
（注３）－印は該当がないことを示します。

主として、短期金融資産 マザーファンドの受益証券への投資を通じて、わが国の短期金融資産等（短期公社債お
よび短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行います。

分配金

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

項目
当期

項目の概要（2021年9月28日～2022年9月26日）
金額 比率

（ａ） 信託報酬 14円 0.143％ （ａ）信託報酬＝〔期中の平均基準価額〕×信託報酬率
期中の平均基準価額は9,851円です。
信託報酬に係る消費税は当(作成)期末の税率を採用しています｡

（投信会社） （11） （0.110） 委託した資金の運用、基準価額の計算、開示資料作成等の対価
（販売会社） （1） （0.011） 交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファンドの管理、

購入後の情報提供等の対価
（受託会社） （2） （0.022） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（ｂ） 売買委託手数料 － －
（ｂ）売買委託手数料＝〔期中の売買委託手数料〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
売買委託手数料は、有価証券等の売買の際、売買仲介人に支払
う手数料

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）
（商品） （－） （－）
（先物・オプション） （－） （－）

（ｃ） 有価証券取引税 － －
（ｃ）有価証券取引税＝〔期中の有価証券取引税〕×10,000〔期中の平均受益権口数〕
有価証券取引税は、有価証券の取引の都度発生する取引に関す
る税金

（株式） （－） （－）
（新株予約権証券） （－） （－）
（オプション証券等） （－） （－）
（新株予約権付社債（転換社債）） （－） （－）
（公社債） （－） （－）
（投資信託証券） （－） （－）

（ｄ） その他費用 1 0.005
（ｄ）その他費用＝ 〔期中のその他費用〕 ×10,000〔期中の平均受益権口数〕

（保管費用） （－） （－） 保管費用は、海外における保管銀行等に支払う有価証券等の保
管及び資金の送金・資産の移転等に要する費用

（監査費用） （1） （0.005） 監査費用は、監査法人に支払うファンドの監査に係る費用
（その他） （－） （－） その他は、金銭信託預入に係る手数料等

合計 15 0.148
（注１）期中の費用（消費税のかかるものは消費税を含む）は追加、解約によって受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。

なお、売買委託手数料、有価証券取引税及びその他費用は、当ファンドが組み入れているマザーファンドが支払った金額のうち、当ファン
ドに対応するものを含みます。

（注２）各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。
（注３）「比率」欄は、１万口当たりのそれぞれの費用金額を期中の平均基準価額で除して100を乗じたものです。
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当期中の運用経過と今後の運用方針

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継続した
ことから、当期の短期国債利回りはマイナス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に△0.1％のマイナス
金利を適用する方針を維持したことから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～0.00％近辺で推移しました。
このような中、コールローン等にて運用を行い、基準価額は横ばい推移となりました。

基準価額等の推移
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300

400

10 11 12 2022/1 2 3 4 5 6 7 8
第15期首 第15期末2021/9

9

第15期首：10,120円
第15期末：10,116円
騰落率：△0.0％

基準価額（円）（左軸）
純資産総額（億円）（右軸） 参考指数（左軸）

基準価額の主な変動要因

(注)参考指数は、2021年９月27日の値を基準価額に合わせて指数化しています。
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投資環境

日銀の金融緩和継続により短期国債のマイナス金利が常態化する中、コールローン等にて運用を行いました。

当ファンドのポートフォリオ

日銀による「長短金利操作付き量的・質的金融緩和」
政策が継続され、引き続き良好な国債需給環境が継
続したことから、当期の短期国債利回りは概ねマイナ
ス圏で推移しました。また、日銀は当座預金の一部に
△0.1％のマイナス金利を適用する方針を維持したこ
とから、無担保コール翌日物金利は概ね△0.08～
0.00％近辺で推移しました。

△0.10

△0.05

0.00

0.05

当期首 当期末

（％） 無担保コール翌日物金利

－ 168 －

添付ファンド_9pt_963020.indd   168添付ファンド_9pt_963020.indd   168 2023/05/25   10:42:372023/05/25   10:42:37



○上位10銘柄
　当期末における該当事項はありません。

当ファンドの組入資産の内容

（注）比率は純資産総額に対する評価額の割合です。

円
100.0％

○通貨別配分

日本
100.0％

○国別配分

短期金融資産等
100.0％

○資産別配分

当ファンドは運用の目標となるベンチマークを設けておりません。
以下のグラフは、当ファンドの基準価額と参考指数の騰落率の対比です。

当ファンドのベンチマークとの差異

△0.2

△0.1

0.0

0.1
（％）

第15期

基準価額
参考指数

わが国の短期金融資産等（短期公社債および短期金融商品を含みます。）を中心に投資を行い、わが国の無担保
コール翌日物金利の累積投資収益率を上回る運用成果をめざします。

今後の運用方針
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1万口当たりの費用明細

　当期中における該当事項はありません｡
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